後藤 隆寿(ごとう りゅうじゅ)　3年　氏名掲載不可
・取材店舗: 33「極中華蕎麦ひろた山形七日町店」
・店舗利用日: 11/7(月)　12：20～13：00
・添付写真 ①料理 ②店舗外観

○お店で体験したもの
大盛りラーメンとトロトロのチャーシューを堪能した

○お食事・サービス・購入品等の感想
お店で一番人気だという「極中華蕎麦セット 小(1000円)」を注文した。セットの内容は極中華蕎麦、ミニライス、ジョッキの黒ウーロン茶、生卵である。お店オススメの食べ方が掲示してあったので、それに従って食べてみた。まずはラーメンから。スープは非常にこってりしており、豚骨と醤油の旨味をガツンと感じられる。弾力のある中太ちぢれ麵との相性は抜群だ。お店自慢のチャーシューは箸でほぐすことができるほど柔らかく煮込まれており、口の中で溶けるような食感と、肉と脂の旨味を存分に楽しむことができる。ラーメンの上にたっぷり盛られたもやしとジョッキの黒ウーロン茶で、口の中をリセットしつつ食べ進めていく。トロトロのチャーシューを半分ほど食べたところで、チャーシューをご飯に乗せてほぐしていく。その後よくかき混ぜた生卵をかけて食べてみると、ご飯と卵によってチャーシューがマイルドに感じられる。さらにそこに備え付けのマヨネーズをかけるとジャンキーな味わいに早変わり。このように味変も楽しみながらペロリと完食。なんとも大満足な一杯であった。

○お店の魅力・おすすめポイントなど
一番おすすめしたい点はなんといってもトロトロのチャーシューである。秘伝の醤油につけられてしっかり煮込まれたチャーシューは、他では食べることができない逸品である。肉の塊と表現するのが適切だろうか、かなりの大きさで食べ応えは十分だ。またラーメンがボリューミーだという点も特徴である。今回は小セットを注文したが、それでも麺の量は一般的なラーメンよりも多い200gである。大セットに至っては400gである。これは満腹になること間違いない。セットに含まれるジョッキの黒ウーロン茶は、こってりしたラーメンと最高に相性が良い。ラーメンでカラカラになった喉に、キンキンに冷えたジョッキの黒ウーロン茶を流し込む快感をぜひ味わってみてほしい。
加えて、昼の部・夜の部の各先着5名は、ラーメンにのせる肉・野菜・脂・にんにくを無料で増やすことができる。ただしトッピングを増量した場合、当たり前ではあるが食べ残しは厳禁である。腹が減って仕方がないという方は、開店後早めに訪れるのが吉だ。


